
　

最
近
の
農
業
機
械
の
大
型
化
、
高

性
能
化
の
進
展
に
対
応
し
て
、
そ
の

効
率
利
用
と
農
作
業
の
安
全
を
図
る

目
的
で
農
業
者
な
ど
を
対
象
に
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

研
修
の
種
類　

農
作
業
安
全
研
修

「
大
型
特
殊
」、「
け
ん
引
」

研
修
内
容

○
ビ
デ
オ
放
映
、
講
義
な
ど
に
よ
る

農
作
業
安
全
啓
発

○
農
作
業
大
型
ト
ラ
ク
タ
お
よ
び
ト

レ
ー
ラ
ー
け
ん
引
に
よ
る
運
転
操

作
の
練
習

○
大
型
特
殊
・
け
ん
引
（
農
耕
車
）

運
転
免
許
試
験

研
修
期
間
（
左
下
表
の
と
お
り
）

研
修
日
程
（
一
般
対
象
）

○
初
日

　

研
修
受
付
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
農
作
業
安
全
に
つ
い
て
の
講
義
、

農
大
ト
ラ
ク
タ
の
操
作
説
明
、
実
技

操
作
研
修

•
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

•
場
所　

農
業
大
学
校
ト
ラ
ク
タ
試

験
コ
ー
ス

○
２
日
目
〜
木
曜
日

　

終
日
研
修
、
申
請
書
作
成

•
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

•
場
所　

農
業
大
学
校
ト
ラ
ク
タ
試

験
コ
ー
ス

○
金
曜
日

①
運
転
免
許
試
験
申
請
手
続
き
お
よ

び
適
性
試
験

•
時
間　

午
前
７
時
50
分

〜
午
前
８
時
20
分　

•
場
所　

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

②
運
転
免
許
技
能
試
験

•
時
間　

午
後
１
時

〜
午
後
３
時
30
分　

•
場
所　

農
業
大
学
校
ト
ラ
ク
タ
試

験
コ
ー
ス

申
込
締
切　

５
月
30
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

菊
池
地
域
振
興
局
農
業
普
及
指
導

課　

☎
（
25
）
４
２
７
３

平
成
20
年
度
農
作
業
安
全

研
修
会
を
開
催
し
ま
す

　野鳥のさえずりをよく耳にする季節になりました。
野鳥は春の訪れとともに繁殖期に入り、夏頃まではヒ
ナを育てるために盛んに活動します。巣立ちをしたば
かりのヒナ鳥はうまく飛べずに巣から落ちている場合
もありますが、必ず親鳥が世話をします。人が近くに
いると親鳥はヒナ鳥に近づけませんので、落ちている
ヒナ鳥は拾わずにそのままにしておいてください。野
鳥保護についてのご理解とご協力をお願いします。
　なお、熊本県では、野鳥の繁殖期間（4月～ 7月）
内の 5月 10 日から 6月 9日までを野鳥保護指導取
締等強化月間と定め、県民の皆様に野鳥保護へのご理
解と野鳥の違法捕獲や違法飼養の防止について呼びか
けを強めることとしていますので、ご協力をお願いし
ます。
問い合わせ先
　県菊池地域振興局林務課　　☎（25）2347
　県庁自然保護課野生鳥獣班　☎ 096（333）2275

5月10日（土）から6月9日（月）までは
野鳥保護指導取締等強化月間です

　

昨
年
５
月
９
日
に
、
菊
池
市
で
観

測
以
来
は
じ
め
て
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

注
意
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
熊
本

県
内
で
は
、
天
草
地
域
な
ど
延
べ
７

回
の
注
意
報
が
発
令
さ
れ
、
今
後
の

拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
の
発
令
は
、
工
業
地
帯
で
は

な
い
地
域
で
も
注
意
報
が
発
令
さ
れ

た
た
め
、
環
境
省
に
よ
る
検
討
会
が

開
催
さ
れ
、
そ
の
中
間
報
告
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
報
告
に
よ
れ
ば
「
大

陸
か
ら
の
移
流
が
考
え
ら
れ
る
場
合

に
は
注
意
報
レ
ベ
ル
の
高
濃
度
を
示

す
も
の
の
、
そ
の
寄
与
率
は
不
明
で

あ
り
、
地
域
的
・
季
節
的
な
ど
様
々

な
要
因
や
状
況
に
よ
っ
て
影
響
の
度

合
い
が
変
化
す
る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
熊
本
県
で

は
、
４
月
か
ら
注
意
報
な
ど
の
発
令

対
象
地
域
を
こ
れ
ま
で
の
13
市
町
か

ら
県
内
全
域
に
拡
大
し
、
発
令
地
域

に
よ
る
市
町
村
の
範
囲
を
定
め
ま
し

た
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
４
月
か

ら
５
月
、
ま
た
９
月
か
ら
10
月
が
特

に
原
因
物
質
で
あ
る
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

の
濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
同
注
意
報
な
ど
が
発

令
さ
れ
た
場
合
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
防
災
行
政
無
線
な
ど
に
よ
り
注
意

を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

今
の
季
節
、
気
象
条
件
に
よ
っ
て

同
注
意
報
等
が
発
令
さ
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
な
ど
の
情
報
に
も
十
分
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
観
測
デ
ー
タ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

一
般
公
開

　
「
熊
本
県
の
大
気
環
境
の
状
況

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
、
県
内
の
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
な
ど
の
大
気
汚
染
デ
ー

タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
公
開
し
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は

次
の
通
り
で
す
（
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
リ
ン
ク
）。

　

最
新
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃

度
（
濃
度
が
高
く
な
る
と
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
が
発
生
し
ま
す
）
が
分
か
り

ま
す
。
携
帯
か
ら
で
も
確
認
で
き

ま
す
。
朝
か
ら
濃
度
が
０
、０
６
ｐ

ｐ
ｍ
を
越
え
て
い
た
ら
要
注
意
で
す

（
原
則
０
、１
２
ｐ
ｐ
ｍ
以
上
と
な
っ

た
ら
注
意
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
ま

す
）。

•
Ｐ
Ｃ
用　

h
ttp
://ta

iki.p
re
f.

　

ku
m
a
m
o
to
.jp
/ku
m
a
m
o
to
-

　

ta
iki/in

d
e
x.h
tm

•
携
帯
用　

h
ttp
://ta

iki.p
re
f.

　

ku
m
a
m
o
to
.jp
/ku
m
a
m
o
to
-

　

ta
iki/m

o
b
ile
/　

　

in
d
e
x.h
tm

※
携
帯
用

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

●
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
等
情
報

を
携
帯
メ
ー
ル
に
一
斉
配
信

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
発
令
情
報
な
ど

を
、
登
録
さ
れ
た
携
帯
電
話
に
メ
ー

ル
に
よ
り
直
ち
に
同
時
一
斉
配
信
し

ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
、
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
メ
ー
ル
に
登
録
し
、
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
濃
度
が
高
い
日
は
メ
ー
ル

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

•
登
録
の
仕
方

　

次
の
①
〜
④
の
手
順
に
従
っ
て
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（sky@

1
2
3
1
2
3
.

tv

）
に
、
配
信
を
希
望
す
る
携
帯

電
話
を
使
っ
て
空
メ
ー
ル
を
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

※
携
帯
の
設
定
に
よ
っ
て
は
メ
ー
ル

INFORMATION  
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
な
どの

発
令
に
注
意
を
！　

が
拒
否
さ
れ
ま
す
の
で
、
前
記
ア

ド
レ
ス
の
メ
ー
ル

が
受
信
で
き
る
よ

う
携
帯
を
事
前
設

定
（
ド
メ
イ
ン
指

定
）し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

②
数
分
後
自
動
的
に
メ
ー
ル
が
返
信

さ
れ
ま
す
の
で
、
文
末
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

③
登
録
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
選
択
し
、
登
録

ボ
タ
ン
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

④
こ
れ
で
登
録
完
了
で
す
。
配
信

メ
ー
ル
が
来
る
た
び
に
登
録
削

除
・
登
録
内
容
変
更
が
可
能
で
す
。

●
注
意
報
の
発
令
時
情
報
な
ど
は
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
も
報
道

　

県
が
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
な

ど
を
発
令
し
た
場
合
、
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
で
も
そ
の
情
報
が
報
道
さ
れ
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
観
測
デ
ー

タ
で
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
が

高
い
（
原
則
０
、１
２
ｐ
ｐ
ｍ
以
上

と
な
っ
た
ら
注
意
報
が
発
令
さ
れ
ま

す
）
場
合
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
報

道
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
政
策
係

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
韓
国
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
今
年
で
日

本
に
来
て
８
年
に
な
る
金
相
廷
（
キ

ム
・
サ
ン
ジ
ョ
ン
）
さ
ん
が
、
奇
数

月
に
シ
リ
ー
ズ
で
韓
国
の
紹
介
を
し

ま
す
。
今
回
は
金
さ
ん
の
自
己
紹
介

で
す
。

　

菊
池
は
昔
か
ら
韓
国
と
縁
が
深
い

ま
ち
で
す
。
遠
い
昔
、
百
済
と
交
流

し
た
鞠
智
城
が
あ
り
、
最
近
で
は
韓

国
人
ノ
ー
ビ
ザ
運
動
を
提
唱
し
た
所

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
友
好

的
な
環
境
下
で
、
韓
日
間
の
友
好
増

進
の
た
め
菊
池
市
役
所
国
際
交
流
課

で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
個

人
的
に
も
光
栄
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

日
本
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
母
の
影
響
が
大
き
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
母
方
の
家
族
は
戦
前
、

広
島
で
生
活
し
て
い
て
、
母
は
た
ま

に
家
族
が
集
ま
っ
た
席
で
、
幼
い
時

の
記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら
当
時
の
こ

と
を
話
し
て
く
れ
ま
す
。

　

私
は
、
韓
国
馬
山
市
（
マ
サ
ン

シ
）
で
育
ち
ま
し
た
。
朝
鮮
半
島
の

南
端
に
位
置
す
る
港
町
で
、
人
口
は

約
40
万
人
く
ら
い
、
釜
山
か
ら
西
方

に
約
１
時
間
ほ
ど
の
距
離
に
あ
り
ま

す
。
昔
か
ら
き
れ
い
な
水
が
有
名
で
、

韓
国
人
が
一
番
広
く
愛
唱
す
る
歌
曲

で
あ
る
「
カ
ゴ
パ
（
行
き
た
い
）」

の
故
郷
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
私
は
、
小
・
中
・
高
・
大

学
と
通
い
、
そ
の
後
、
手
話
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
時
、
日
韓
交
流

の
た
め
訪
韓
し
た
妻
と
初
め
て
出
会

い
、
国
際
結
婚
を
し
ま
し
た
。
妻
と

私
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
、
今
も
休
み

の
日
に
は
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

私
の
趣
味
は
昼
寝
（
？
）
と
新
聞

ス
ク
ラ
ッ
プ
で
、
外
国
語
に
も
関
心

が
あ
り
ま
す
。
昨
年
か
ら
七
城
町
に

住
み
始
め
、最
近
は
菊
池
弁
に
も〝
挑

戦
中
で
す
た
い
！
〞
好
き
な
所
は
菊

池
渓
谷
と
阿
蘇
山
一
帯
で
、
妻
と
よ

く
ド
ラ
イ
ブ
を
し
ま
す
。
一
日
の
日

課
を
終
え
た
後
は
、
温
泉
も
楽
し
み

ま
す
。
特
に
冬
の
温
泉
は
最
高
で
す
。

好
き
な
食
べ
物
は
、
と
ん
こ
つ
ラ
ー

メ
ン
と
寿
司
で
す
。

　

こ
の
ご
ろ
私
は
、
日
本
料
理
が
好

き
に
な
り
、
キ
ム
チ
が
な
い
と
あ
ま

り
食
べ
な
い
と
い
う
私
の
食
習
慣
が

変
化
し
、
長
年
苦
労
し
て
い
た
妻
が

と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。
私
は
も
う

随
分
日
本
化
い
や
菊
池
化
し
た
よ
う

で
す
。

計画の名称　菊池市環境基本計画（案）
計画の目的　今日の社会経済活動の変化により、日常生活から地球
的規模にわたる広範な環境問題が取りざたされています。本市でも
環境の保全と創造を図るための取り組みを総合的かつ計画的に進め
ていく必要があります。この計画（案）は、市・事業者・市民がそ
れぞれの役割と責任において、本市の豊かな環境を将来の世代に引
き継ぎ、地域にふさわしい環境とするための指針となるものです。
　今回、市民の皆さんの意見をお聞きするため、次のとおりパブリッ
ク・コメントを実施します。
計画（案）の公表期間・意見などの提出期間
　5月 1日（木）～ 5月 14日（水）
計画（案）の入手方法　•菊池市役所環境課で閲覧
　　　　　　　　　　　•菊池市ホームページで閲覧
意見の提出方法　菊池市役所環境課に直接持参、郵送、ファックス
（25-1522）、電子メール（kankyou@city.kikuchi.kumamoto.
jp）で提出してください。
※様式の指定はありません。住所、氏名を明記の上、意見をお寄せ
ください。
問い合わせ先　環境課環境政策係

環境基本計画（案）へパブリック・コメントを！

菊池市環境基本計画（案）に対する
市民の皆さんの意見を募集します。

熊
本
県
か
ら
大
気
汚
染
情

報
が
提
供
さ
れ
ま
す

菊池市役所
国際観光マネージャー
金相廷さん

韓
国
再
発
見

　

シ
リ
ー
ズ
①

こ
ん
に
ち
は
金
で
す

年間計画（一般対象）
種　類 研修期間 定員（人）
大特１ ７月 22日～７月 25日 25
大特２ ８月５日～８月８日 25
大特３ 12月 16日～ 12月 19日 25
大特４ １月 27日～１月 30日 25
けん引１ ８月 19日～８月 22日 20
けん引２ ９月９日～９月 12日 20
けん引３ １月 20日～１月 23日 20
けん引４ ２月 17日～２月 20日 20

20｜広報きくち｜2008 MAY

INFORMATIONおしらせ

21 広報きくち｜2008 MAY｜

INFORMATIONおしらせ


